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次回 

１２月９日 

の例会 

★12 月 7 日は休会 

★12 月 9 日に淡路島で親睦会 

美馬 

ロータリークラブ 

ウェブサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「信用」は使ってはな

らない（黒田暲之助コ

クヨ会長）の言葉 

人の信を得るという

こと、つまり信用を築

き上げるということは一朝一夕にできないこと

は皆さんよくご存じです。 

創業して間のない企業は、何とかして信用のあ

る企業といわれるようになりたいと、トップから

一般社員まで大変な努力を続けておられると思

います。こうして真剣な努力を続けていると、そ

の成果が上がってきて、信用のある会社といわれ

るようになります。 

問題はその後です。ある程度信用ができてくる

と、それを使い始める。会社や社員の姿勢にそれ

が表れてくる。つまり、取引会社に無理を言うこ

とが起こってくる。納期が多少無理でも間に合わ

せてくれるようになる。しかし、それに甘えて信

用を使い出すと、長い年月をかけ、血のにじむよ

うな努力によって蓄積されてきた信用が取り崩

されてしまう。先代は、このことを戒めて、次の

ように言いました。「信用は世間からもらった切

符や。十枚あっても、一枚使えば九枚になり、ま

た一枚使えば八枚、といった具合に減ってしまう。

気を許すとあっという間に信用がなくなってし

まう。特に、”上が行えば、下これに習う”で、上

に立つ者ほど注意しなければいけない」と。 

金は使ったら減るのは分かるが、信用というのは

目に見えないだけに、減ることがわからない。 

先代はさらに、「信用は使ってはならない。使わな

ければどんどん増えていく」とも言っていました。

（スピーチより抜粋） 

 

 
 

✓ レターケースのロータリーの友とマンスリ

ーレター12月号をお持ち帰り下さい。 

✓ 理事会で１２月１８日（土）のラグビーフェ

スティバルに１０万円拠出することに決定

しました。 

✓ 美馬市社協とつるぎ町社協に年末を控え経

 幹事報告 

 ２０２１年度 第１７回 例会プログラム 

●例 会 場 サンコーカルチャーセンター 

●開会点鐘 １９時 

●四つのテスト／ロータリーソング「我等の生業」 

●内 容 会長の時間／幹事報告／委員会報告／卓話 

歓迎会 

 会  長  の  時  間 

廣澤誠治  (Seiji  Hirosawa)  

 出席報告 

会員数 出席者数 うちリモート出席 うちメーキャップ 出席率 

25 30 （1） （13） 100% 
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済的に困窮した状態で食べるものが無く困

っている方への支援として、米２俵（１俵30

㎏）ずつを寄贈することに決定しました。 

✓ 鴨島RC、阿波池田RC、脇町 RCから週報が

到着しています。 

✓ 美馬青年会議所から４０周年記念誌を頂い

ています。（廣澤会長のコメントが掲載） 

✓ 次回１２月７日の例会は臨時休会とします。 

 

 
 

✓ 廣川公利 親睦委員長より 

１２月９日（木）は淡路島でフグ料理を堪能

する親睦会を開催します。 

 

✓ 澤田篤也 奉仕プロジェクト委員会より 

１２月１８日（土）に美馬 RC主催の第６回

ラグビーフェスティバル in 美馬が脇町ミラ

イズ前の河川敷で開催されます。19日（日）

はラグビー協会の主催となり 2 日間で 300

名近い参加者が集まります。18日（土）はち

びっ子向けのタグ・ラグビーで9時から開会

式となります。皆さんのご参加お願いします。 

 
 

 
 

西谷明彦会員 

奉仕を考えるとき、奉

仕の考え方と相反する

エゴイズムというもの

が顔をのぞかせる瞬間

があり、奉仕とは難しい

ものだと感じたエピソードをお話しします。 

ある方が個人として東日本大震災の復興支援

にいち早く駆け付けつけ、1 年以上にわたり支援

に入った地域の住民や双方の地元の子供たちと

復興支援を通して交流を深めていました。1 年が

過ぎた時地元支援団体から「この地域の支援はも

う必要ない、他の場所を支援してくれ」と言われ

彼はこの地域の支援を続けさせてほしいと懇願

したが地元団体から「それならもう来ないでくれ」

と言われ、その話を激高しながら目に涙を浮かべ

話してくれた。彼はそれで支援を辞めてしまった

そうです。皆さんはこの話をどう感じられるでし

ょうか。  （スピーチより抜粋） 

 

 

 

 
 

 

 

メーキャップ（１３名） 

ティーボール体験会参加者 

 

 

リモート出席者（１名） 

東谷尚登会員 

 

 

欠席者（８名） 

伊庭雅俊会員、岩本修司会員、辻貴博会員 

戸島健治会員、林秀樹会員、三好博子会員 

三好亘会員 、山内浩司会員 

 委員会報告 

 卓話 

スマイルボックス 

田中義美会員 

美馬 RC 開催のゴルフ大会で優勝しました。 


